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…
…
…
：
…
…
：
…
：
畑

バ
ス
と
電
車
自
動
車
の
普
及
道
路
・
橋
の
整
備
高
速
交
通
網
の
整
備
宅
配
便
の
普
及

激
変
し
た
通
信
と
市
民
生
活
…
…
…
：
：
…
…
…
…
…
…
…
…
：
…
：
…
…
…
…
：
：
…
：
…
…
…
…
…
…
：
…
…
…
…
…
…
…
：
…
…
…
…
…
皿

郵
便
物
の
激
増
電
話
の
普
及
携
帯
電
話
の
時
代
テ
レ
ビ
の
進
化
Ｉ
Ｔ
革
命
と
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
時
代

外
国
に
接
近
す
る
上
田
・
…
…
…
…
…
…
…
…
：
…
：
：
：
…
：
…
…
…
…
：
：
…
…
…
…
…
…
…
…
：
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
狐

激
変
し
た
農
業
と
農
業
生
産
…
：
…
…
…
：
…
：
…
…
…
…
…
…
…
：
…
…
…
…
…
…
：
…
：
…
…
…
…
…
…
…
：
…
…
…
…
…
…
：
：
…
…
…
皿

機
械
化
農
業
へ
農
業
構
造
改
善
事
業
塩
田
鯉
の
生
産
と
崩
壊
兼
業
農
家
の
増
加
米
の
生
産
調
整

物
は
あ
ふ
れ
て
…
：
…
：
…
…
…
…
…
：
…
…
…
…
…
…
：
…
…
…
…
…
：
：
…
…
…
…
…
…
：
…
…
…
…
…
…
：
…
…
：
…
：
…
…
：
：
…
…
…
皿

高
度
経
済
成
長
三
種
の
神
器
変
わ
る
台
所
上
水
道
の
完
備
核
家
族
と
住
宅
建
設
毎
日
が
盆
正
月

自
動
販
売
機
の
普
及
流
行
を
追
う
衣
生
活

上
田
の
街
と
郊
外
：
…
…
…
…
：
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
：
…
…
：
…
…
：
…
…
：
…
…
…
…
…
…
…
…
：
…
：
…
：
…
…
：
畑

日
曜
広
場
の
登
場
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
出
現
郊
外
型
大
型
ス
ー
パ
ー
コ
ン
ビ
ニ
の
登
場
上
田
の
街
の
変
貌

工
業
の
街
上
田
と
そ
の
変
化
…
：
…
…
…
…
…
…
…
・
…
…
…
：
…
…
…
…
…
…
…
…
：
…
…
…
…
：
…
：
…
…
・
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
川

相
次
ぐ
工
場
進
出
に
ぎ
や
か
な
入
社
式
上
田
の
高
度
経
済
成
長
新
し
い
工
業
地
帯
の
形
成
企
業
の
海
外
進
出

専
売
公
社
上
田
工
場
の
操
業
長
野
計
器
を
小
諸
か
ら
誘
致

生
活
を
豊
か
に
す
る
た
め
：
：
…
：
…
：
：
…
…
…
：
…
…
：
…
：
：
：
…
：
…
：
：
…
：
…
…
…
…
：
：
…
：
…
…
…
…
…
：
…
：
…
：
：
…
：
：
…
…
：
剛

神
川
鉱
毒
問
題
上
田
駅
の
新
築
と
駅
前
ビ
ル
の
建
築

機
械
化
農
業
へ
農
業
構
造
改
善
事
業

な
く
な
っ
た
養
蚕
業
農
産
物
の
輸
入

相
次
ぐ
工
場
進
出
に
ぎ
や
か
な

産
業
の
空
洞
化
・
リ
ス
ト
ラ
・
不
況
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五
豊
か
な
市
民
生
活
を
目
指
し
て
：
…
…
…
：
：
：
…
…
…
…
…
…
…
…
：
…
…
…
…
…
…
：
：
…
…
…
…
：
…
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
測

少
子
高
齢
社
会
支
え
合
う
共
生
社
会
上
田
の
魅
力
の
発
見
と
創
造
上
田
市
の
未
来

執
筆
分
担

参
考
文
献

上
田
市
誌
の
編
さ
ん
組
織

あ
と
が
き

全
編
章
の
お
わ
り
に
ｌ
過
去
か
ら
未
来
へ
の
座
標
軸
の
原
点
に
立
っ
て
Ｉ

次

外
国
を
意
識
す
る
市
民
生
活
海
外
旅
行
の
広
が
り
留
学
生
の
増
加
外
国
人
労
働
者
の
増
加

四
上
田
の
環
境
問
題
…
：
…
…
…
：
…
…
：
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
：
：
…
…
…
…
：
：
…
：
…
…
…
…
：
：
：
…
：
…
：
…
…
…
：
…
…
…
：
…
郡

高
度
経
済
成
長
と
公
害
水
質
汚
濁
と
下
水
道
完
備
ゴ
ミ
問
題
循
環
型
社
会
の
建
設
へ

高
度
経
済
成
長
と
公
害

次
世
代
に
継
ぐ
豊
か
な
自
然

表
紙
上
田
城
跡
本
丸
束
虎
口
櫓
門

文
化
財
と
し
て
、
ま
た
、
上
田
市
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
平
成
六
年
四
月
二
十
四
日
竣
工
式
が

行
わ
れ
た
。
南
北
に
櫓
を
配
し
、
美
し
い
姿
を
見
せ
て
い
る
。
こ
こ
に
立
つ
と
、
真
田
・
仙

石
・
松
平
の
時
代
の
人
々
の
足
跡
が
し
の
ば
れ
る

裏
表
紙
千
曲
川
の
流
れ

上
田
市
を
束
か
ら
西
に
貫
流
す
る
千
曲
川
は
、
古
か
ら
今
日
ま
で
一
時
も
休
む
こ
と
な
く
流

れ
続
け
て
い
る
。
こ
の
川
の
水
の
流
れ
の
よ
う
に
、
上
田
市
の
歴
史
は
未
来
に
向
か
っ
て
、

今
も
歩
み
続
け
て
い
る
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誌
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田
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発
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一
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六
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